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滑

多
文
化
共
生
を
進
め
る
た
め
の
事
業
例

焔
外
国
の
文
化
や
生
活
、
食
べ
物
な
ど

に
つ
い
て
学
ぶ
「
国
際
理
解
講
座
」

の
開
催

焔
外
国
人
の
た
め
の
「
に
ほ
ん
ご
き
ょ

う
し
つ
」
の
開
催

焔
日
本
人
対
象
の
外
国
語
講
座
の
開
催

焔
外
国
人
相
談
窓
口
の
開
設

焔
多
言
語
に
よ
る
防
災（
避
難
所
）マ
ッ

プ
の
作
成

焔
外
国
人
の
た
め
の
生
活
便
利
マ
ッ
プ

の
作
成

焔
多
言
語
に
よ
る
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
情
報
提
供

焔
多
言
語
に
よ
る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
の
情
報
提
供

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
現
在
、
市
国
際

交
流
協
会
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
な
る
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
事
業
を

展
開
し
て
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

原
稿
…
観
光
交
流
課
　国
際
交
流
係

　
地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
人
が
生

活
し
て
い
る
と
、
外
国
に
行
か
な
く
て

も
い
ろ
い
ろ
な
文
化
や
習
慣
に
接
し
た

り
、
外
国
語
を
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
日
本
人
の
住
民
同
士
で
も

関
わ
り
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
今
日
、

地
域
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
と
の
触
れ

合
い
や
助
け
合
い
を
通
し
て
、
皆
さ
ん

の
地
域
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
地
域
の
行
事
な
ど
に
外

国
の
文
化
が
少
し
入
る
と
、
い
つ
も
と

違
っ
た
楽
し
み
方
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
住
民
と
外
国
人

が
互
い
に
理
解
し
合
う
こ
と
は
、
安
心

で
き
る
日
常
生
活
や
、
双
方
に
と
っ
て

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り

ま
す
。

滑

多
文
化
共
生
は
誰
が
進
め
る
の
？

　
国
や
県
は
も
ち
ろ
ん
、
市
、
国
際
交

流
協
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が

協
力
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
多
文
化
共
生
で
何
よ
り
も

大
切
な
こ
と
は
、
地
域
住
民
と
地
域
に

住
む
外
国
人
と
の
相
互
理
解
で
す
。

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

～
多
文
化
共
生
が
実
現
す
る
と
、ど
ん
な
ま
ち
に
な
る
の
？
　
～

果
ガ
ス
に
つ
い
て
、
基
準
年
度
で
あ
る

平
成
　
年
度
に
比
べ
、
平
成
　
年
度
の

１９

２６

排
出
量
を
　
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標

１０

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
の

２２

総
排
出
量
は
、
平
成
　
年
度
に
比
べ
て

１９

　
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
電
気
や
燃
料
の

使
用
、
自
動
車
の
運
転
、
下
水
・
し
尿

の
処
理
、
ご
み
の
焼
却
な
ど
に
よ
り
発

生
す
る
も
の
で
、
私
た
ち
の
生
活
が
そ

の
発
生
量
に
直
接
影
響
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
　
年
度
に
「
日
光
市

２１

役
所
環
境
配
慮
率
先
行
動
計
画
」
を
策

定
し
、
市
役
所
か
ら
発
生
す
る
温
室
効

原因別温室効果ガスの排出量・削減率（単位：トン‐ＣＯ２）

削減率 
（１９年度との比較）

２２年度排出量
１９年度排出量
（基準年度）

排出原因

１７．９％９４６１，１５３車両による

７．７％１３，８６９１５，０３０電気使用による

▲１８．２％７，２８６６，１６５燃料使用による

１１．４％６，９５８７，８５２ごみの焼却による

▲０．５％３０３０し尿処理による

０．９％１６０１６１下水処理による

３．８％２９，２４９３０，３９１総排出量

※参考１：平成２６年度排出量の目標値…２７，３５２トン‐ＣＯ２（削減率１０．０％）

※参考２：平成２２年度の排出係数を用いた実排出量…２６，１３４トン‐ＣＯ２

※表の２２年度排出量と参考１の平成２６年度目標値は、実際の燃料使用量な
どを基に、平成１９年度の排出係数を用いて算出した数値で、これにより削
減実績を比較します。

　
市
役
所
で
は
、
今
後
も

引
き
続
き
節
電
ア
ク
シ
ョ

ン
に
取
り
組
む
他
、
電
気

自
動
車
や
太
陽
光
発
電
施

設
の
導
入
、
施
設
の
省
エ

ネ
化
な
ど
に
よ
り
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

く
わ
し
く
は

環
境
課
　環
境
政
策
係

緯（
　
）５
１
５
２

２１

市
役
所
か
ら
出
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
％
の
削
減
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

３.８た
。
平
成
　
年
度
の
目
標
に
向
け
て
、

２６

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

２０１１年９月号１１

皆さんからのご意見やご要望と、

その回答を紹介します。

ほ っと
 メール

　ご意見やご提案、ご要望などをお

待ちしています。

あて先　日光市長　斎藤文夫

焔手紙　〒３２１‐１２９２

　　　　日光市今市本町１番地

焔ＦＡＸ　０２８８‐２１‐５５４５

焔Ｅメール（市ホームページからも

　送信できます）

　hishokouhou@city.nikko.lg.jp

お願いがあります。

　私がよく利用する中央線神田駅前

に、日光観光に関する電飾看板があ

り、深夜までピカピカと光っていま

す。節電が求められている今、日光

市が節電に協力されていない事に違

和感を覚えます。市として関与され

ていないものかもしれませんが、市

のイメージダウンにつながると思い

ますので、即座に消灯対応されるべ

きではないでしょうか。

市長がお答えします。

　ＪＲ中央線神田駅前の電飾看板は、

当時の日光温泉旅館協同組合が設置

し、現在は、社団法人日光観光協会

が管理運営を行っています。また、

この看板は、日没から午後１１時まで

点灯しています。

　しかし、東日本大震災後の復興支

援、そして国民を挙げて節電を実施

しているこの時期に、深夜まで電力

を消費している現状は、ご指摘のよ

うに、鉄道を利用する方々のみなら

ず、周辺にお住まいの方々への「観

光地日光」のイメージダウンにつな

がりかねません。

　そこで、社団法人日光観光協会に

状況を説明したところ、社会情勢を

考慮し、点灯時間を午後９時までに

短縮して運営していくとの回答を得

ました。その後、すぐに時短点灯を

実施していますのでご報告します。

 

　※内容は一部要約しています。
西
川
財
産
区
の
成
り
立
ち

明
治
初
期
ま
で
西
川
村
有
林
で

あ
っ
た
山
林
が
、
明
治
８
年
の
改
租

時
に
、
誤
っ
て
国
有
林
に
編
入
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
明
治
　３８

年
、
村
が
国
を
相
手
に
編
入
取
り
下

げ
の
訴
訟
を
起
こ
し
、
国
有
か
村
有

か
の
争
い
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
　
年
に
村
の
主
張
が
認
め
ら
れ
、

２８

当
時
の
栗
山
村
所
有
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
同
年
７
月
に
、
こ
の
山
林
を

西
川
財
産
区
と
し
、
西
川
財
産
区
議

会
が
設
置
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

議
員
定
数
は
５
名
、
任
期
は
４
年

で
、
年
２
回
の
定
例
会
お
よ
び
臨
時

会
を
開
く
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

て
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
財
産
の

管
理
運
営
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

西西西西西西西西西西
川川川川川川川川川川
財財財財財財財財財財
産産産産産産産産産産
区区区区区区区区区区
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議

西
川
財
産
区
議
会
議
員員員員員員員員員員員
を
紹
介
し
ま
す

　
７
月
　
日（
水
）に
執
行
さ
れ
た
選
挙
に
よ
り
、
新
し
い
西
川
財
産
区
議

２０

会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
　
栗
山
総
合
支
所
　産
業
建
設
課
　
緯（
　
）１
１
３
３

９７

議

長

 斎  藤 　 紀  雄 
さい とう のり お

西川１８０‐３

副
　議
　長

 君島 　 昌  夫 
きみじま まさ お

西川１１５‐２７

 君島 　 伸一 
きみじま しんいち

西川１１５‐２１

 赤  羽 　　 一 
あか ばね いち

西川２０６‐１２
一 刃 
うし

 手  塚 　　 一 
て づか いち

西川１１５‐２２

黄 广 
ひろ




